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はじめに
新学習指導要領より

「主体的・対話的で深い学び」の実現
� 従来の実践の活⽤
� 基礎・基本の確実な習得
� 学習活動の質的を向上
� 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の

視点からの授業改善
� 学習を⾒通し、振り返る場⾯や対話の場⾯の設定
� 生徒が考える場⾯と教師が教える場⾯の組み⽴て



１ はじめに
平成２８年１２⽉ 中央教育審議会答申

「深い学び」とは
�習得・活⽤・探究という学びの課程
�「⾒⽅・考え⽅」を働かせ
�知識を相互に関連付けてより深く理解
�情報を精査して考えを形成
�問題を⾒出して解決策を考える
�思いや考えを元に創造したりすることに向かう



１ はじめに
令和２年８⽉ ベネッセ教育総合研究所

「教員に対してのアンケート調査」

１／３の教師が⽅法に悩んでいる。



１ はじめに
令和２年８⽉ ベネッセ教育総合研究所

「教員に対してのアンケート調査」

６８％が授業に時間的余裕が少ないと思っている



１ はじめに
令和２年８⽉ ベネッセ教育総合研究所

「教員に対してのアンケート調査」

７１％の教師が授業準備の時間が少ないと思っている



１ はじめに

�学習活動を通して
→ 生徒自身が考えを深め
→ 生徒が成⻑を実感できる。

�どの学校でも、短時間で
比較的簡単に取り組める



２ 授業実践のねらい
目的の学習活動を実現するための３つの考え

•単元の学習の中で課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題の設定（１）単元にあった適切な課題の設定

•生徒自身の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による活動（２）学習内容を活かした対話による活動

•生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる。

（３）単元前後の振り返り（３）単元前後の振り返り



３ 実践の内容
・３つの考えを実現するための具体的な⽅法

（１）課題設定の⽅法

（２）学習指導の⽅法

（３）評価の⽅法



３ 実践の内容
（１）課題設定の⽅法
�日常生活や社会とのつながり

�生徒の興味関心を引き出す

�単元の学習で、段階的に課題を解決できる

NHK「ACTIVE10理科」を利⽤



３ 実践の内容
（１）課題設定の⽅法

NHK「ACTIVE10理科」映像

NHK「ACTIVE10理科」

引⽤︓ＮＨＫ





３ 実践の内容
（２）学習指導の⽅法
�①単元内での学習の流れの工夫

�②対話的な学習を取り入れる工夫

�③ワークシートの工夫



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法
①単元内での学習の流れ〜（ⅰ）単元学習前〜

単元前

•「アクティブ１０理科」の視聴

• 課題について考える

単元の学習
•単元の学習

単元後

•再度、課題を考える

•振返りを⾏う

単
元
「力
と
運
動
」

今までの経験や知識

「なぜ、どうして︖」学習の動機

学習内容自体が課題へのヒント

新しい知識を活⽤した自分の答え

自らの成⻑を実感



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法

②対話的な学習を取り入れる工夫

（ⅰ）個人で考える

（ⅱ）班内で発表

（ⅲ）自由に活動

対話前にじっくり考える時間をとる

（ⅰ）個人で考える



（ⅱ）班内で発表



（ⅲ）自由に活動



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法
②対話的な学習を取り入れる工夫

単元前

•「アクティブ１０理科」の視聴

•課題について考える

単元の学習
•単元の学習がヒントになる

単元後

•再度、課題を考える

•振返りを⾏う

（ⅰ）個人で考える

（ⅱ）班内で発表

（ⅲ）自由に活動

（ⅰ）個人で考える

（ⅱ）班内で発表

（ⅲ）自由に活動

単
元
「力
と
運
動
」



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法
③ワークシートの工夫（全体）

左側︓単元学習前

右側︓単元学習後

生徒が自分の成⻑を⾒取る

教師も生徒の変容を⾒取る

写真引⽤︓ＮＨＫ



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法

③ワークシートの工夫（対話による活動）
対話活動に合わせた３段階

“自分の考え”
“他の人の考え”
“今の段階での自分の考え”

・活動しやすい

・活動を振り返りやすい
写真引⽤︓ＮＨＫ



３ 実践の内容（２）学習指導の⽅法

③ワークシートの工夫（単元の振り返り）

・次単元の学習への意欲

・振返りを通し
自身の成⻑を感じる

・評価基準に合わせた
指示文

・主体的に学ぶ態度の評価
写真引⽤︓ＮＨＫ



３ 実践の内容
（３）評価の⽅法

�①評価の場⾯の設定

�②評価基準の設定



３ 実践の内容（３）評価の⽅法
①評価の場⾯の設定（主体的に学ぶ態度）

単元前

•「アクティブ１０理科」の視聴

•課題について考える

単元の学習
•単元の学習がヒントになる

単元後

•再度、課題を考える

•振返りを⾏う

指導に活かす評価
生徒の考え・つまづきを把握

記録に残す評価
（ⅰ）単元学習後（課題）
（ⅱ）振り返り

単
元
「力
と
運
動
」



３ 実践の内容（３）評価の⽅法
①評価場⾯の設定

（ⅰ）単元学習前
※指導に活かす評価

（ⅱ）単元学習後
※記録に残す評価

（ⅲ）振り返り
※記録に残す評価

写真引⽤︓ＮＨＫ



３ 実践の内容（３）評価の⽅法
�②評価の基準の場⾯（指導に活かす評価）

単元前

•「アクティブ１０理科」の視聴

•課題について考える

単元の学習
•単元の学習がヒントになる

単元後

•再度、課題を考える

•振返りを⾏う

指導に活かす評価
生徒の考え・つまづきを把握

記録に残す評価
（ⅰ）単元学習後（課題）
（ⅱ）振り返り

単
元
「力
と
運
動
」



３ 実践の内容（３）評価の⽅法
�②評価の基準の設定（ⅰ）単元学習後（課題）

•課題に対して単元の学習事項を活⽤し、他者との意⾒交換を生かしながら理由を⼗分に説
明できている。

「A」︓⼗分に満⾜できる「A」︓⼗分に満⾜できる

•課題に対して単元の学習事項を活⽤し、他者との対話を通し、理由を説明しようとしてい
る。

「B」︓おおむね満⾜できる「B」︓おおむね満⾜できる

•説明が不⼗分である。または、記述がない

「C」︓努⼒を要する「C」︓努⼒を要する



３ 実践の内容（３）評価の⽅法
�②評価の基準の設定（ⅱ）振り返り

•自身の単元前後の考えを比べ、単元で学んだ事や他者の意⾒がどう影響したか等
も含め自分の考えの変化を具体的に振り返ることができる。

「A」︓⼗分に満⾜できる「A」︓⼗分に満⾜できる

•自身の単元前後における考えを比べ、自分の考えの変化を振り返ることができる。

「B」︓おおむね満⾜できる「B」︓おおむね満⾜できる

•自分の考えの変化を振り返ることができない。または、記述がない

「C」︓努⼒を要する「C」︓努⼒を要する



３ 工夫の内容
（５）分析⽅法
�①調査対象

（ⅰ）⾳⽻中学校 ３年生 ９２名
（ⅱ）都内H中学校 ３年生 ４４名
※「⼒と運動」を終えた生徒を対象

�②生徒の状況の分析
ワークシート分析、アンケート調査

�③テキストマイニング（報告書 参照）



５ 実践の成果
目標の学習活動を実現するための３つの考え

•単元の学習の中で課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題の設定（１）単元にあった適切な課題の設定

•生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動（２）学習内容を活かした対話による学習活動

•生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる

（３）単元前後の振り返り（３）単元前後の振り返り



５ 実践の成果 •課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題の設定

①単元前後での考えの変化（Ｋ君）
単元学習前 単元学習後

単元学習前の考え
空気抵抗の⼤きさを⾬粒の状態（固体・液体）
で説明しようとしている。

単元学習後の考え
空気抵抗と重⼒の⼒のつり合いや
慣性のはたらきにも注目。

学習の成果



５ 実践の成果
②ワークシートの分析

・単元の学習後、説明できていない生徒が⼤幅に減った

・単元で学ぶ⽤語を利⽤して説明する生徒が⼤幅に増えた

•課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題



５ 実践の成果 •課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題

②ワークシートの分析（他校との比較）

・比較校では説明ができていないが６３．６％

・ただ単元を学習しただけでは、考えに結びついていない。



５ 実践の成果 •課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題

③生徒アンケート

・授業や実験が助けになった ・多くの生徒が学習中に振り返る



５ 実践の成果
学習活動を実現するための３つの考え

•単元の学習で課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題（１）単元にあった適切な課題

•生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動（２）学習内容を活かした対話による学習活動

•学習の意義を感じ意欲が⾼まり主体的に学ぶ態度の評価をすることができる。

（３）単元前後の振り返り（３）単元前後の振り返り



５ 実践の成果 •生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動

①話し合い前後での生徒の考えの変化（Ｓ君）
単元学習後

単元学習後の考え
「つり合い」という⾔葉がなくどんな時に速さ
が一定になるのか述べられていない。

②Ｔ君の意⾒
（速くなることで空気抵抗が⼤き
くなり）最後に重⼒と空気抵抗が
つり合う

話し合い後の考え
空気抵抗と重⼒がつり合い等速直線運動になる
と答えられている。 より考えが深まっている



５ 実践の成果 • 生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動

②ワークシートの分析

対話による学習活動を通して
・説明できない生徒が⼤幅に減っている。
・現象をさらに丁寧に説明しようとしている生徒が増えた。



５ 実践の成果 • 生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動

③ワークシートの分析（他校との比較）

対話による学習活動によって
・より根拠をもって説明しようと工夫する
・他の人の意⾒を聞き自分の意⾒を改善できる



５ 実践の成果 • 生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動

③生徒アンケート

・決してやさしいものではな
かった

・活動を通して答えにたどり着
いた



５ 実践の成果
学習活動を実現するための３つの考え

•課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題（１）単元にあった適切な課題

•生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動（２）学習内容を活かした対話による学習活動

•生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる。

（３）単元前後の振り返り（３）単元前後の振り返り



５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる
（３）単元前後の振り返り

③単元前後での生徒の考えの変化（Ｏさん）

①間違った考え
空気抵抗で重⼒が⼩
さくなる。

②情報で訂正
空気抵抗で⼒がお
さえられる。

③学習内容を活かす
空気抵抗と重⼒がつり合
うことで等速直線運動に
なる

④話し合いの情報活⽤
質量による違い、慣性によ
り等速直線運動を続ける等

単元学習前 単元学習後



５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる
（３）単元前後の振り返り

②共起ネットワークを使った分析

・様々な意⾒が散⾒される
・｢つり合う｣の他と関係が弱い

・意⾒がまとまってきている
・「つり合う」中心で多く使⽤

単元学習前 単元学習後



５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる
（３）単元前後の振り返り

③生徒アンケート

・考えの深まりを実感 ・自分の取り組みを肯定的に
捉えている



５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる
（３）単元前後の振り返り

・考えの深まりを振り返らせることで
主体的に取り組む態度を評価できる。

�単元の前後で生徒の考えが深まり生徒も実感している

�自分の答えにたどり着くには
主体的な取り組みが不可⽋

④実際の評価



�①実際の評価 （ⅱ）振り返り Ａ評価

・単元前後の比較を通し
て学んだ⽤語に注目し、
自身の説明が深まってい
ることを捉えている。

•自身の単元前後の考えを比べ、単元で学んだ事や他者の意⾒がどう影響したか等
も含め自分の考えの変化を具体的に振り返ることができる。

「A」︓⼗分に満⾜できる

５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる
（３）単元前後の振り返り



�①実際の評価（ⅱ）振り返り Ｂ評価
５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる

（３）単元前後の振り返り

・自身の考えについて⽤
語で説明できるように
なったと振り返っている。

•自身の単元前後における考えを比べ、自分の考えの変化を振り返ることができる。

「B」︓おおむね満⾜できる



�①実際の評価（ⅱ）振り返り Ｃ評価
５ 実践の成果 生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる

（３）単元前後の振り返り

最初よりも友達と共有することで、より学
びを活かして考えられた

今日までの授業内容を活かして考えること
ができたので良かった。

・自分の考えの変化につい
て比較できていない。

•自分の考えの変化を振り返ることができない。または、記述がない

「C」︓努⼒を要する

Ｃ評価者への支援
プリントへの赤ペン入れなどを通し
具体的に記入するよう支援
（指示⽂の活⽤）



５ 実践の成果
学習活動を実現するための３つの考え

•課題を解決するための知識・考えが広がる。

（１）単元にあった適切な課題（１）単元にあった適切な課題

•生徒の⼒で自分なりの答えにたどり着くことができる。

（２）学習内容を活かした対話による学習活動（２）学習内容を活かした対話による学習活動

•生徒の記述から主体的に学ぶ態度を評価できる

（３）単元前後の振り返り（３）単元前後の振り返り



５ 実践の成果

�学習活動を通して
→ 生徒自身が考えを深め
→ 生徒が成⻑を実感できる。

�どの学校でも、短時間で
比較的簡単に取り組める授業



６ 実践の課題
（１）さらなる実践と工夫

�ＡＣＴＩＶＥ１０理科
他の番組についても実証をさらに⾏っていく。

�単元の前後で⾏う課題として
他に適切なものがないかも検討していく

�対話による学習の⽅法をさらに検討していく



６ 実践の課題
（２）タブレット端末の利⽤

�テキストマイニングを使うことで
クラスの考えをつかむことができた。

学習活動の幅が広がるのではないか。

�タブレット上でのワークシートの工夫が必要



６ 最後に

ご清聴ありがとうございました。

⽂京区⽴⾳⽻中学校
主任教諭 北⽥ 健


